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はじめに

本日、持ち帰っていただきたい5つの視点

健康経営度調査から、自社の取り組みを点検する

SDIレポートから、自社の健康課題を把握する

数値の背景にある働き方・職場環境を考える

健康保険組合との連携方法と役割を整理する

健康投資を従業員の実感と会社の魅力につなげる

「認定のため」から、「会社をよりよくするため」へ。
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本日の内容

01　健康経営は、誰のために取り組むのか

02　健康経営度調査から、健康経営の本質を学ぶ

03　SDIレポートから、自社の現在地を知る

04　健康保険組合とともに進める、コラボヘルス

05　従業員が実感できる健康経営へ
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SECTION 1

01
健康経営は、誰のために取り組むのか
健康づくりと会社づくりを、従業員を中心につなぎ直します。

経営者が、
あるべき経営の姿として描く、

経営戦略としての健康経営とは？
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1．安心
 安心して働ける
　□ 心と身体の健康と生活が
　 　 大切にされているか？
　□ 困った時に相談でき、
　　  必要な支援を受けられるか？
　□ 育児・介護・治療などと
　　  仕事を両立できるか？

2．成長
 自分らしく成長できる
　□ 自分の意見や個性、
　 　 強みが尊重されるか？
　□ 能力を発揮し、
　 　 仕事を通じて成長できるか？
　□ 新しいことに挑戦し、
　 　 自分らしいキャリアを描けるか？

3．信頼
 信頼できる仲間と働ける
　□ 上司や仲間と率直に話し合えるか？
　□ お互いを認め、困った時に支え合えるか？
　□ それぞれの強みを活かし、
　　  協力して成果を生み出せるか？

4．誇り
 仕事と会社に誇りを持てる
　□ 会社の理念や目指す未来に、
　　　共感できるか？
　□ 自分の仕事が社会の役に立っていると
　  　 実感できるか？
　□ 仲間とともに、社会に新しい価値を
　　  生み出す仕事に挑戦できるか？

安心を基盤に、一人ひとりが成長し、仲間との信頼を育み、仕事と会社への誇りにつなげる。

社員が実感する、会社の4つの魅力
― 安心・成長・信頼・誇りが、働きがいを育てる ―
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人が資本になっている職場とは？

あなたの職場は、あなたにとって大切な家族や友人を誘って、
一緒に働きたいと思えるような職場ですか？　　　

そう思う
個の職場の、どのようなところに

価値や魅力を感じますか？

そう思わない
安心して、働きがいを感じられる

職場にするために何を改善すべきですか？
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「社会と共感できる事業をつくることが企業の持続的な成長につながる」　
　☞社会と共感できる事業をつくることで、働き手との共感が生まれる
　☞共感した働き手の働きがいが、企業の成長と社会の発展につながる

社員と会社の相互投資モデル

社員の成長

企業の成長

☛この会社で働くことで得られる
　自分自身の価値向上

☛持続可能な成長と発展健全な就労環境 生産性高く柔軟に
働ける勤務体制

働きがいを感じる
組織風土の醸成

納得感のある評価

心身ともに
健康な状態

能力の発揮

エンゲージメントの
向上

共に目指す姿の実現

パーパスの共感
（存在意義）

社　員

企　業

会社と社員による価値共創
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健康経営が育む、働く人の4つの実感
― 安全・安心・働きやすさ・働きがいから、会社の魅力を捉え直す ―

一人ひとりが、安全と安心を実感し、自分らしく能力を発揮しながら、
仲間とともに働きがいを感じられる会社をつくる
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第1部｜従業員中心

健康経営の価値を受け取るのは、従業員です

01 従業員の課題やニーズと合わない施策は、

参加や行動変容につながらない

02 「会社が何を実施したか」だけでなく、

「従業員に何が届いたか」を確認する

03 施策の対象者ではなく、

健康経営をともにつくる主体として捉える

自社の健康施策は、従業員の課題から設計されていますか。
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第1部｜働き方

健康経営では、健康課題を個人の責任にしない

個人

生活習慣

健康意識

セルフケア

仕事

業務量

働き方・裁量

役割

職場

人間関係

マネジメント

組織風土

制度

休暇・勤務制度

相談・支援体制

個人への支援と、組織・職場への働きかけを組み合わせます。
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「健康」と「経営」の関係

健康 経営
経営

健康

健康経営とは、「企業としてなぜ、従業員が健康である必要があるのか」を
明らかにし、経営戦略として意思決定を行い推進すること

「従業員が『健康』であること」を否定する経営者はいないであろう。
だが「経営」の観点から「健康」を捉えると何が必要となるのだろうか？

健康を経営の外ではなく 経営の中に置いて考える

健康経営を戦略として考える際の大切な視点

第1部｜働き方
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朝、元気に出勤できているか？

1.　睡眠が十分とれていない　　　　　　　　　　　

2.　会社へ行くのが億劫だ

3.　通勤時に疲労感がある

4.　家族が心配で出勤を見守っている

5.　会社で元気に挨拶できない

長時間労働をしている

職務不適応を感じている

疲労が蓄積している

休日はぐったりしている

職場コミュニケーションが不良

＜解決すべき問題＞
 働きがいある職場、やりがいある仕事、上司・同僚とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、家族の支援

生活習慣病から労働環境病へ

NPO法人健康経営研究会　理事長 岡田邦夫氏 資料より改変 

第1部｜働き方
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第1部｜働き方
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管理職の役割は「労務管理」の実践と「医務管理」との連携

第1部｜働き方
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基盤となる前提

社会に必要される事業 事業に共感し集まる多様な人財

共感

ワークエンゲージメント

働きがいのある
職場風土

好循環
サイクル

エンゲージメントを高める好循環

健康経営における中心的な投資テーマ

健康づくり
健康管理

働き方改革
（働きやすさ）

社会的健康
-Social-

肉体的健康
-Physical-

精神的健康
-Mental-

従業員エンゲージメント

第1部｜働き方
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第1部｜健康投資

健康投資は、会社から従業員へのメッセージ

01 「健康になってほしい」という要請だけではない

02 「安心して働いてほしい」

「長く活躍してほしい」という意思を示す

03 施策の目的と背景を伝えることで、

会社の姿勢が従業員に届く

健康投資は、従業員を大切にする会社の意思を、具体的な行動で示すものです。
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第1部｜人的資本

健康は、人が能力を発揮するための基盤

1

健康状態

2

安心して働く

3

能力を発揮

4

参加意欲

5

企業価値

健康投資を、人材育成・働き方

・組織開発と結び付ける
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第1部｜人的資本
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第1部｜人的資本
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第1部｜健康経営ウォッシュ

「社外善し、社内悪し」に

なっていないでしょうか。

認定や発信と、従業員の実感との隔たりは、

会社への不信につながります。

社外：認定・充実した施策　／

社内：知らない・使えない・職場が変わらない
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第1部｜健康経営ウォッシュ
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第1部｜健康経営ウォッシュ
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第1部｜健康経営ウォッシュ
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第1部｜健康経営ウォッシュ

健康経営ウォッシュを防ぐ、3つの確認

01 方針と実態が一致しているか

02 施策が従業員に届き、利用できる状態か

03 従業員の声を評価・改善に反映しているか

認定や発信の前に、従業員の受け止め方を確かめる。
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SECTION 2

02

健康経営度調査から、

健康経営の本質を学ぶ

調査票を、申請書ではなく

「学ぶ・点検する・改善する」道具として使います。
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第2部｜調査票

健康経営度調査は、自社を磨く教材になる

学ぶ

健康経営に必要な

要素を理解する

設問の意図を読み、

国が企業に求める

考え方を知る

点検する

自社の強みと

不足を確認する

方針・体制・施策・

評価のつながりを

棚卸しする

改善する

不足を次年度の

計画へ反映する

優先課題と改善

行動を具体化する
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第2部｜全体構造

健康経営は、一連の流れとして設計する

1

理念・方針

2

推進体制

3

現状把握

課題・目標

4

施策実行

5

評価・改善

評価結果を次の課題設定へ戻し、

改善の循環をつくる
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KGIとKPIを
設定する
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１）現状の把握
①保有する健康情報を分析する
②分析結果から、自部門の健康課題を検討する

２）健康づくり計画を立てる
①課題に応じた事業を計画する

②評価指標を設定する
③健康保持・増進の取組の全体を俯瞰し、企業（部署）として実施できる内容を整理する
④企業内スタッフでは対応が難しい部分については外部事業者を活用する

３）社員に働きかける
①職場の環境改善を図る
②生活習慣改善のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを向上させる取組や行動変容を促進させる取組を実施する
③企業内スタッフでは対応が難しい部分については外部事業者を活用する

3

制 
度
・
施 
策 
の 
実 
行

１．経営理念・方針（経営者の健康経営宣言）
「会社にとって何故、社員が健康である必要があるのか？」を明らかにし経営理念・方針に健康経営を位置づける

２．組織体制の構築

①従業員の健康保持・増進を担当する部署の設置や職員の配置を行う

②専門資格を持つ職員を配置するとともにその能力の向上を図る

③従業員の健康保持・増進に関する業務報告を経営者に対する報告事項とする

4．取組を評価する
①PDCAが機能する体制を構築、維持する
②プロセス・マネジメント評価指標、アウトプット評価指標、アウトカム評価指標によって評価する
③継続的に従業員の健康保持・増進に取り組む

Why?

How?

Who?

What?

How?

Evaluation

健康経営のつくり方（健康経営度調査の活用）
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第2部｜理念・方針

「なぜ取り組むのか」を、経営の言葉で示す

01 自社の経営戦略・人材戦略と

どのようにつながるか

02 経営者が自ら方針を示し、

意思決定に反映しているか

03 社内外に分かりやすく発信し、

従業員が理解しているか

経営理念 → 健康経営宣言 → 経営課題 → 従業員に届ける価値
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第2部｜理念・方針
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第2部｜理念・方針
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第2部｜理念・方針
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第2部｜推進体制

健康経営を、担当者だけの仕事にしない

01 経営層の責任者と実務担当者を明確にする

02 人事・総務・産業保健・安全衛生が共通目標で連携する

03 健康保険組合との協議・連携の場を設ける

04 部門・管理職を巻き込み、定期的に進捗を確認する

体制とは、名前のある会議ではなく、意思決定と実行が動く仕組みです。
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第2部｜推進体制
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第2部｜推進体制
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第2部｜課題・目標

KGIとKPIを、成果までの筋道としてつなぐ

KGI

解決したい

健康・経営上の最終目標

例：

有所見者の改善率、休職率、

プレゼンティーイズム

KPI

成果に至るための

従業員の行動

例：

登録・参加・実施・継続・受診

実施指標

施策運営の実績

例：

案内数、開催数、配信数、

面談実施数

実施指標だけでは、成果への道筋を検証できません。
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健康経営戦略マップにおけるつながりの可視化イメージ

健康経営ガイドブック
健康経営優良法人認定事務局編

発行年月：2025 年 3 月版

第2部｜課題・目標
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第2部｜課題・目標
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経営方針から定めた
健康経営の推進

方針と目標を記載。

健康スコアリングレポートによると、
 喫煙は業態平均よりも数値が上なので
よい評価。睡眠は業態平均よりも数値
が下。食事は、睡眠よりは数値が上な

ので、次は睡眠に着手しよう。

これまで実施してきた施策を棚卸し

してみたら、3年前から実施してきた　　
禁煙支援の成果が出つつある。

 健康スコアリングレポートの評価もよく
なってきたので、 次の課題にも着手する。

何をKGIと設定するか？

これまでのヒヤリハット事例から、 禁煙支援、
食事、睡眠が 気になっている。

最終的には3年かけて、睡眠習慣を改善する。

ケーススタディ：健康経営戦略マップの作成手順は様々なパターンがある。

健康経営ガイドブック：健康経営優良法人認定事務局編 発行年月：2025 年 3 月版 一部改変

第2部｜課題・目標
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STEP1

49



STEP2
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第2部｜施策実行

「例年どおり」ではなく、課題から施策を選ぶ

01 課題と施策が対応し、対象者が明確になっているか

02 対象者が参加しやすい時間・場所・方法になっているか

03 管理職・職場の協力と周知方法が設計されているか

04 実施後に検証するデータを、開始前に決めているか

他社が行っている施策ではなく、自社の課題を変える施策を選びます。
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「できた・できない」だけでは、改善点は見えない

実施済み

目的・

対象者は

明確か

曖昧

目標・評価

指標は

あるか

届かない

認知率・

参加率

はどうか

成果不明

検証方法

はあるか

未実施

自社に

本当に

必要か

第2部｜施策実行
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第2部｜評価・改善
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第2部｜評価・改善

評価は、実施の先にある行動と成果まで追う

1

実施

2

認知

3

参加

4

継続

5

行動変容

6

健康・組織

成果

従業員が変化を実感したかまで確かめる
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第2部｜評価・改善
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第2部｜評価・改善
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調査結果を、次年度の改善に変える

01
設問別の得点ではなく、

方針から成果までのつながりを見る

02
強み・不足・従業員体験のギャップを

一つずつ抽出する

03
改善テーマごとに

責任者・期限・評価指標を決める

回答担当者だけで完結させず、経営・人事・産業保健・健保で対話する。

第2部｜評価・改善
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第2部｜実務シート

一枚で整理する、調査票レビューの基本項目

現状

設問・自社回答

根拠資料

従業員の実感

解釈

できていること

不足していること

背景の仮説

改善

次年度の行動

担当・期限

KGI・KPI

調査票を、改善行動まで落とし込んで初めて活用したと言えます。
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Q7１.
今年度の健康経営の推進方針を検討するにあたり、昨年度までに
実施した健康経営の施策について、どのように効果検証を行っていますか。

SQ1.
評価の内容について、施策内容および結果、施策の効果検証結果等を
具体的にお答えください。

◆2025年度から健康経営を実施する場合であっても、2024年度までの
　　労働安全衛生施策の結果等を踏まえてご回答ください。

◆最終的な健康経営の目標指標や経営上の課題の改善状況の検証は　
　　Q73で伺いますので、ここでは施策の効果検証についてお答えください。

（a）課題のテーマを選択肢からお答えください。（それぞれ１つだけ）
（b）課題の内容について、具体的な内容を200字以内でご記入ください。

（c）施策の実施結果（実施の範囲や参加率等）について具体的な内容を
　　　100字以内でご記入ください。

（d）施策の効果検証結果
　　　（施策の実施による生活習慣や健康意識の改善等）を200字以内で
　　　ご記入ください。

　　　昨年度までの健康経営の実施を踏まえて、今年度以降の取り組みを
　　　どのように改善していますか。

DO→CHECK→ACTION

Q73
Q17SQ1で回答された目標の達成状況を確認する指標（KGI）についてどのように検証していますか
　　検証している場合は、主な検証内容を具体的にご記入ください。

　(a) 検証指標（50字以内）
　(b) 検証手法・方法（150字以内）
　(c) 検証結果（100字以内）

Q33.
自社従業員の健康課題を踏まえ、健康
経営全体の推進計画を定めていますか。　
（1つだけ）

SQ1. Qで「1」とお答えの場合

貴法人において最優先に取り組みを
進めている健康課題の内容、健康課題に対する施策の具体
的な推進計画、施策の進捗を確認する指標（KPI）、今年度
のKPI目標値、最終のKPI目標値を記入ください。

(a)健康課題のテーマを選択肢から
　　　１つだけ選んでください。

(b)健康課題の具体的な内容とその
　　　根拠を200字以内でご記入ください。

(c)健康課題に対応する今年度の取り組みの
　　　推進計画を200字以内でご記入ください。

(d)数値目標を定めている場合、その具体的な
　　内容、現在値、今年度の目標値、最終目標値、
　  達成期限をご記入ください。

Q17.
健康経営推進に関する全社方針を社内向けに明文
化していますか

SQ1.
 Qで「1」とお答えの場合）健康経営方針で定めた
内容について、以下の内容を
ご記入ください。

(a)健康経営の推進方針：
企業のビジョンや理念の達成に向け、
健康経営を通じて実現したい方針

(b)健康経営の目標：
方針実現のための達成目標

(c)目標の達成状況を確認する指標（KGI）：概要、
目標値、達成目標年度

EVALUATIONWHAT（HOW）？WHO？WHY？

PLAN

EVALUATION

目的・目標（KGI）

大規模法人版での健康経営シナリオ
最大のポイントは「Q17→Q33→Q7１（Q73）」に一連の流れがあること
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中法規模法人版での健康経営シナリオ
最大のポイントはQ6→Q10（a→b→c→d）→Q29・Q33（d→e→f）に一連の流れがあること

Q10.
自社従業員の健康課題を踏まえ、　健康
経営の具体的な推進計画等を定めてい
ますか。

SQ1. 

どのように従業員の健康課題を把握
していますか。（いくつでも）

SQ2. 
具体的な内容についてお答えください。

(a)課題のテーマ
(b)課題の内容
(c)数値目標の内容と期限

Q36.
健康経営の推進に関して、経営者・役員
が関与している内容を教えてください。

SQ1.
健康経営方針で定めた内容について以
下の内容をご記入ください。

(a)健康経営の推進方針：
企業のビジョンや理念の実現に向け、健
康経営を通じて実現したい方針

(b)健康経営の目標：
方針実現のための達成目標

(c)目標の達成状況を確認する指標
（KGI）：概要、目標値、達成年度

EVALUATIONWHAT（HOW）？WHO？WHY？

DO→CHECK→ACTION

Q10.
自社従業員の健康課題を踏まえ、　健康
経営の具体的な推進計画等を定めていま
すか。

SQ3. 
今年度開始時点に計画されていた具体的な
取り組みの内容をお答えください。

SQ4.
期初に計画されていた取り組みについて、
計画策定時に設定　した目標と目標達成予
定の年度を記載ください。

SQ5.
期初に計画されていた取り組みの現時点で
の進捗をお答えください。
◆申請日時点で何らか実施されていない取
り組みは認められません。

SQ6.
取り組みの効果を測定するために設定して
いる指標とその現状値（単位）をお答えくだ
さい。

Q32.
健康経営の取り組みをどのように評価していますか。

SQ1.評価をもとにどのような改善を行っていますか。

SQ2.健康経営の施策を評価・改善するにあたりSQ1

選択肢以外で実施していることがあれば、お答えください。

Q36.SQ2. 
検証を実施している場合、主な検証内容を具体的に
教えてください。

Q38.
SQ1.健康経営で解決したいと設定した課題を

お答えください

SQ2.SQ1で設定した課題の解決に向けて実施した、

具体的な取り組みの内容をお答えください

SQ3.取り組みの効果を検証するために、何を評価し

たかお答えください。

SQ4.取り組みの評価結果とその具体的な評価方法

を
お答えください。

SQ5. SQ4で評価した結果をもとに今後の改善方

針とその理由をお答えください。

PLAN
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SECTION 3

03

SDIレポートから、
自社の現在地を知る

数値を評価のためではなく、課題発見と対話のきっ

かけとして使います。
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首都圏デジタル産業健康保険組合　SDIレポート

第3部｜確認する視点
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第3部｜確認する視点

まず、現在地を次の視点で捉える

01 健診の受診状況と健診結果の特徴

02 生活習慣に関する傾向と医療機関の受診状況

03 自社の強みと注意すべき健康課題

04 経年変化と比較可能な基準から見た位置

実際のSDIレポートの掲載項目に沿い、自社で重要な指標を選びます。
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第3部｜確認する視点
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第3部｜確認する視点
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第3部｜確認する視点
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見えた数値を元に、職場の実態を確認する

見えること

運動習慣が少ない

睡眠状況が悪い

受診率が低い

生活習慣病リスク

考えられる仮説

座位時間が長い

長時間・交代勤務

時間・理解不足

業務上の制約

追加確認

職種・通勤・勤務形態

残業・ストレス

勧奨・休暇制度

年代・職場・働き方

一つの数値に、複数の仮説を持つことが重要です。

第3部｜確認する視点
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健康データに、職場データを重ねる

01 労働時間・休暇・勤務形態・座位時間

02 業務量・裁量・マネジメント・心理的安全性

03 ストレスチェック・エンゲージメント・離職・休職

04 従業員アンケート、管理職・現場との対話

数字の背景は、健康データだけでは分かりません。

第3部｜確認する視点
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第3部｜確認する視点

見えた数値を元に、職場の実態を確認する
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第3部｜確認する視点

見えた数値を元に、職場の実態を確認する
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データを見た後に、現場で確認する

01 この数値を、従業員はどのように感じているか

02 参加・受診・行動を妨げているものは何か

03 職場や制度で変えられることは何か

04 追加で確認すべきデータや声は何か

数字を説明する会議ではなく、背景を発見する対話にします。

第3部｜確認する視点
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すべてではなく、優先課題を決める

01 対象者の多さと健康への影響

02 就業・経営への影響と緊急性

03 改善可能性と従業員のニーズ

04 会社として対応すべき度合いとSDIとの連携可能性

重要度 × 緊急性 × 改善可能性で、優先順位を対話します。

第3部｜確認する視点
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①

②

③

④

⑤

STEP1
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STEP2

STEP1

74



75



SECTION 4

04

健康保険組合とともに進める、

コラボヘルス

共通の課題と目標を持ち、

それぞれの強みで改善を続けます。
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第4部｜コラボヘルス

一緒に施策をするだけが、コラボヘルスではない

1

データ共有

2

課題共有

3

目標共有

4

役割分担

5

共同検証

6

継続改善

事業所と健康保険組合が、

共通の課題と目標を持つ
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第4部｜役割分担

事業所と健康保険組合は、異なる情報と強みを持つ

事業所 健康保険組合

— 働き方・職場・人事情報

— 職場や制度を変えられる

— 職場要因を改善する

— 健診・問診・受診情報

— 分析・専門性・保健事業

— 健康課題を可視化し支援

課題・目標・施策・評価は、双方で共有します。
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第4部｜相談の準備

健康保険組合への相談は、具体的に行う

01 レポートで気になった数値と課題の仮説

02 職場で起きていること・追加で知りたいこと

03 重点的に支援したい対象者と自社で実施できること

04 健康保険組合に求める支援と継続して確認する指標

「何か施策はありますか」ではなく、自社の課題と仮説を持って相談します。
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第4部｜実践手順

コラボヘルスを、8つの実践ステップで進める

1

現在地

2

会社点検

3

職場・声

4

仮説

5

優先課題

6

役割

7

実施

8

評価改善

レポート → 対話 → 目標 → 実行 → 検証
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第4部｜共有シート

課題・目標を、一枚で共有する

課題

起きていること

対象となる従業員

原因の仮説

根拠データ

目標

解決したい状態

KGI・KPI

評価時期

評価方法

共通シートが、事業所とSDIの対話を継続させます。
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SECTION 5

05

従業員が実感できる

健康経営へ

施策の実施から、

認知・利用・変化・信頼へとつなげます。
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第5部｜従業員に届ける

健康投資は、届き、使われ、変化して初めて価値になる

1

案内

2

認知

3

理解

4

必要性

5

参加

6

継続

7

実感

メールを送ったことと、

情報が届いたことは同じではない
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第5部｜インナーコミュニケーション

「何を行うか」だけでなく、「なぜ行うか」を伝える

01 会社が健康経営に取り組む理由と、自社で起きている課題

02 なぜこの施策を行い、従業員にどんな価値があるのか

03 会社はどのように支援し、従業員の声をどう反映するのか

目的が伝わると、施策は「会社からの要請」から「自分への支援」に変わります。
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第5部｜経営者の発信

51

経営者の言葉で、

会社の意思を伝える

制度の説明ではなく、

なぜ従業員の健康と人生を大切にするのかを語ります。

経営者メッセージ → 管理職の説明 → 職場での対話 → 従業員の声の反映
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第5部｜伝達方法

一つの発信ではなく、複数の接点を設計する

全社

経営者メッセージ

社内報・イントラ

全社説明会

職場

管理職からの説明

職場ミーティング

声かけ・利用支援

従業員

アンケート

参加者の体験紹介

対話・自由記述

重要なのは、繰り返し伝え、質問や反応を受け止めることです。
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第5部｜従業員の実感

健康データだけでは測れない成果を確認する

01 健康経営方針や施策の目的を知り、理解しているか

02 必要な支援を利用でき、働きやすさや心身の変化を感じるか

03 会社から大切にされていると感じるか

04 自社を勧めたい、今後も働き続けたいと思うか

従業員アンケート・事後調査・自由記述・ヒアリングで定点観測します。
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第5部｜設問例

従業員の実感を測る、5つの質問

認知

会社が健康

経営に取り

組む理由を

知っている

利用

必要な健康

支援を、利

用しやすい

と感じる

変化

健康や働き

やすさに、

良い変化を

感じる

信頼

会社から大

切にされて

いると感じ

る

推奨

この会社を、

他者にも勧

めたいと思

う

同じ設問を継続し、部署・年代・職種別の差も確認します。
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第5部｜会社の魅力

従業員の体験が、会社の魅力を証明する

1

健康課題の把握

2

適切な健康投資

3

従業員の変化

4

会社への信頼

5

選ばれる企業

採用・定着・エンゲージメント・企業ブランドへ

つながる
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第5部｜社外発信

社外発信は、社内の実感を確かめてから

01 認定や施策の数ではなく、課題・工夫・変化を具体的に伝える

02 従業員の体験や声を、本人の同意とプライバシーに配慮して紹介する

03 成果だけでなく、改善を続けている姿勢も示す

社内の実感が伴う発信だからこそ、会社の魅力として説得力を持ちます。
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まとめ

二つのツールと、二つの対話

健康経営度調査

会社の方針・体制

・施策・評価を点

検する

SDIレポート

従業員と組織の

健康上の現在地

を把握する

健保組合との対話

課題・目標・役割

を共有する

従業員との対話

データの背景と施

策への実感を確

認する

よりよい会社をともにつくるための共通言語にします。

92



まとめ

明日から始める、三つのこと

01 健康経営度調査から、自社の強みと不足を一つずつ抽出する

02 SDIレポートから、優先して確認したい健康課題を一つ選ぶ

03 健保組合および従業員との対話を通じて、

データの背景を確認する

小さく始め、評価し、次の改善へつなげます。
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最終メッセージ

59

「この会社は、私たちの健康と人生を

　大切にしている」と、従業員が語れること。

それが、健康経営の価値を示す何よりの証明です。
健康経営度調査とSDIレポートを、
よりよい会社をともにつくるための共通言語に。
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